
ガムラングループ・ランバンサリ自主公演
青銅音曲XXV

主催：ガムラングループ・ランバンサリ
共催：　　（公財）荒川区芸術文化振興財団 / 荒川区
後援：インドネシア共和国大使館 
協賛：ガルーダ・インドネシア航空会社 / チャベ / テテスマニス / 株式会社マノハラ
協力：NPO法人日本ガムラン音楽振興会

https://lambangsari.com

ランバンサリ 検索お問い合わせ：03-5300-6361 （ランバンサリ事務局：木村）

日暮里駅 南口より徒歩5分
荒川区東日暮里5-50-5 アートホテル日暮里ラングウッド4F

◉ACC友の会会員は300円引き
◉ACCチケット購入サイト https://piagettii.s2.e-get.jp/accarakawa/pt/
◉町屋文化センター窓口 9：00～17：30 （荒川区荒川7-20-1）
※電話予約 03-3802-7111 （ACC友の会 現金・口座会員のみ受付）

チケット料金・お取り扱い 前売発売期間：4月22日（月）10時～6月14日（金）

4,500円 （正面椅子席）指定席

一般 3,500円 / 小学生 1,000円（未就学児は無料）自由席

ガムランの扉 2024

公演情報の詳細は
HPをご覧ください

6月15日（土）18:00 開場18:30 開演

14:30 開場
15:00 開演6月16日（日）

日暮里サニーホール会場

2024年

会場エリア

指定席

ステージ

中部ジャワのガムランと舞踊

演奏：ガムラングループ・ランバンサリ
解説：森重行敏
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※家族連れのお客様もいらっしゃいます。 会場では、多少子供さんの声が聞こえることがあるかもしれませんが、ご理解くださいますようお願いいたします。

講座のご案内
ランバンサリの講座でジャワガムランを楽しんで
みませんか。
一度やってみたいという方も、定期的に続けて
上達したい方も、お気軽にご参加ください。
◉日曜ガムラン講座 「ミングー」
　毎月第１・３日曜日　14:00～16:00
　毎月第２・４日曜日　10:00～12:00
◉水曜ガムラン講座 「スイスイ」
　毎週水曜日　19:30～21:30
参加費：1 回 2,500 円（学生 1,000 円）
会場：ランバンサリ・スタジオ
お問い合わせ：ランバンサリ事務局
　E-mail：office@lambangsari.com
　TEL/FAX：03-5300-6361（担当：木村）

そのほか、ランバンサリ・スタジオで開催の講座
◉チャルン講座
　（バニュマス地方の竹のガムラン）
　隔週金曜日　19:30～21:30
◉中右絢子バティック講座
　毎月第２日曜日　14:00～17:00
ランバンサリ会員も随時募集しています。

ランバンサリ 検索詳しくは web へ

本格インドネシア
レストラン チャベ

ガムラングループ・ランバンサリ自主公演　青銅音曲XXV

企画・制作：ランバンサリ　　舞台監督：玉那覇正樹　　照明・音響：日暮里サニーホール　　撮影：篠崎耕平　　チラシ写真：古屋均　　チラシデザイン：亀島良泉

インドネシアのジャワガムランと日本の雅楽は、古来から宮廷を中心に受け継がれてきました。
ジャワの“天女”を想起させる古典曲と舞、天地のごとく相反する世界の遭遇を描く舞踊、大地の喧騒と祈りを込めた竹楽器。

そして雅楽の楽器、篳篥(ひちりき)との出会いによる「越天楽」。
篳篥が“地に在る人の声”なら、ガムランはあたかも“天から差し込む光”。
 「天上」と「大地」のはざまで、音と舞による新世界が鳴り響きます。

中部ジャワのガムランと舞踊

天上の音 大地の音

舞踊

岡戸香里
Kaori Okado

川島未耒
Miray Kawashima

池上牧甫
Makiho Ikegami

小島夕季
Yuki Kojima

根津亜矢子
Ayako Nezu

針生すぐり
Suguri Hariu

Photo by Kota Owatari

https://hitomi3.jp

東京藝術大学で雅楽に出会い、篳篥を中心に雅楽曲、現代曲、即興など国内外で幅広く演奏活動を行う。 ソロ楽器としての

篳篥の魅力を開拓する新曲の委嘱を重ね、CD「ひちりき萬華鏡」「胡笳の声」に収録。 2010年松尾芸能賞新人賞受賞。

「伶楽舎」や「雅楽三昧中村さんち」などで活躍。学生の頃から10年ほど、ランバンサリのメンバーとしてジャワガムランも演奏。

篳篥 ／ 中村仁美　Hitomi Nakamura

https://lambangsari.com

インドネシア中部ジャワのガムランを演奏するグループ。 1985年結成以来、自主公演や各種イベント
への出演、学校の芸術鑑賞会、講座開催など、幅広い活動を行っている。

【出演】　大田美郁、小谷竜一、折田美木、加藤駿吾、亀島良泉、木村佳代、黒木泰志、小迫直子
小島冴月、酒巻京子、沢井佳、白井眞由美、鈴木路子、二藤宏美、野本いづみ、樋口なみ、牧野明子
村上圭子、森重行敏、山岡秀和、山田敦子、山宮英仁　【友情出演】 さとうじゅんこ、スミヤント、松田仁美

ガムラン／ランバンサリ　Lambangsari


